
赦
員
（
投
成
）
部

九
、
申
込

り
一
般
前
期
は
五
月
十
日
よ
り
五
月
二
十
日
ま
で
に
後
期
は
九
月
五
日
ま

で
に
（
受
講
料
各
々
六

0
0闘
を
添
へ
て
）
直
接
東
京
美
術
學
校
書
道

講
習
會
係
宛
に
申
込
む
こ
と
。

＠
数
員
養
成
部
は
別
紙
申
込
書
の
該
常
欄
に
夫
々
記
入
の
上
考
査
料
（
三

0
0圃）

小
為
替
券
を
添
へ
所
屈
長
官
の
承
認
を
経
て
五
月
五
日
ま
で

に
東
京
都
台
東
謳
上
野
公
園
内
東
京
美
術
學
校
書
道
講
習
會
係
宛
に
申

込
む
こ
と。

り
受
講
者
の
選
抜
考
査
は
五
月
八
日
午
前
九
時
よ
り
正
午
ま
で
に
各
府
縣

師
範
學
校
（
二
校
あ
る
場
合
は
第
一
師
範
學
校
）
に
於
い
て
文
桧
豫
試

の
要
領
に
準
じ
之
を
行
ふ
。

但
し
東
京

・
埼
玉

・
千
葉

・
神
奈
川
は
直
接
東
京
美
術
學
校
に
於
て
之

を
行
ふ
。
（
用
紙
用
具
等
は
各
自
持
参
の
こ
と
。
）

受
諧
申
込
者
は
受
講
料
金
送
付
の
小
為
替
受
取
票
を
持
参
し
て
営
日
受

験
票
を
受
領
す
る
こ
と
。

⇔
答
案
は
速
逹
に
て
東
京
美
術
學
校
に
送
付
五
月
二
十
日
審
査
椋
定
の
上

合
格
者
に
は
電
報
を
以
て
通
知
す
る
。

困
合
格
通
知
を
受
け
た
者
は
五
月
二
十
七
日
迄
に
速
逹
に
て
正
式
に
申
込

を
す
る
こ
と
。
會
費
は
開
講
営
日
持
参
し
て
よ
ろ
し
い
。
尚
裳
日
迄
に

申
込
の
な
い
者
は
入
會
を
取
消
す
。

備
考①
一
旦
納
付
し
た
考
査
料
及
受
講
料
は
如
何
な
る
理
由
あ
る
と
も
之
を
返

前
期
一

、

0
0
0圃

後
期
一

、

0
0
0園

演
し
な
い
。

③
受
講
者
は
都
道
府
縣
敦
育
鹿
（
學
務
課
）
赦
員
組
合
等
の
了
解
を
得
て

内
地
留
學
の
形
式
を
と
ら
れ
る
こ
と
が
最
も
便
宜
と
思
う
。

③
質
技
講
習
手
本
料
は
本
會
に
於
い
て
豫
め
準
備
し
て
あ
る
が
箪
行
本
の

あ
る
も
の
は
持
参
し
た
方
が
便
利
で
あ
る
。

④
在
京
中
の
宿
泊
食
糧
等
は
な
る
べ
く
早
目
に
知
人
親
類
等
に
交
渉
し
て

定
め
習
か
れ
る
こ
と
な
ほ
外
食
券
は
本
校
食
堂
に
て
も
使
用

出

来

る。

③
規
則
書
入
用
の
者
は
返
送
用
封
筒
（
切
手
貼
付
、
表
書
記
入
）
を
同
封

の
上
東
京
美
術
學
校
書
道
講
習
會
係
へ
申
込
む
こ
と
。

⑱
講
習
に
必
要
な
用
具
は
校
内
に
賣
店
の
設
備
は
あ
る
が
一
通
り
持
参
す

る
が
よ
い
。

夏
季
洋
画
講
習
会

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
六
日
か
ら
六
日
間
、
美
術
出
版
社
が
常
設
の
美
術

研
究
施
設
を
利
用
し
な
い
人
々
の
た
め
に
本
校
で
夏
季
洋
画
講
習
会
を
開
催

し
、
百
二
十
人
が
参
加
し
た
。
内
容
は
凡
そ
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
（
『
美
術
手

帖
』
第
十
号
。
昭
和
二
十
三
年
十
月
）
。

第
一
日

村
田
良
策
講
話
「
美
術
家
と
い
う
も
の
」
、

硲
伊
之
助
、

寺
田
春

犬
、
岡
鹿
之
助
、
荻
須
高
徳
指
導
実
技
（
石
行
テ
ッ
サ
ン
、
油
絵
人
物
、

屋
外
写
生
）

第

二

日

吉

川
逸
治
諧
話
「
リ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
、
実
技
（
同
前
）

第
三
日
今
泉
篤
男
講
話
「
ヴ
ァ
ル

ー
ル
に
つ
い
て
」
、
伊
藤
廉
指
導
実
技
、

今
泉
篤
男
の
案
内
に
よ
る
国
立
博
物
館
近
代
洋
画
展
観
見
学

⑪
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岡
鹿
之
助
講
話
「
美
術
材
料
の
話
」
、

導
に
よ
る
実
技

第
五
日
富
永
惣
一
講
話
「
美
術
に
於
け
る
新
し
さ
に
つ
い
て
」
、
安
井
曾

太
郎
、
寺
田
春
犬
指
導
に
よ
る
実
技

第
六
日
新
規
矩
男
講
話
「
印
象
派
の
起
源
」
（
幻
灯
使
用
）
、
伊
藤
廉
、
久

保
守
、
寺
田
春
キ
、
岡
鹿
之
助
、
荻
須
高
徳
指
禅
に
よ
る
実
技
、

コ
ン
ク

ー
ル
（
酒
本
勝
市
、
前
田
常
作
、

比
田
井
仁
史
、

志
村
武
久
入
選
）
、
伊

藤
廉
講
評
、
懇
親
会

第
四
日

梅
原
龍
三
郎
、

久
保
守
指
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